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1は じめに

1研 究のね らい

わた したちは、望 ま しい集団の中で、自己 を生かす体験 をさせ ることによ り、考 える力、

社会 性、豊か な心 な どの 「生 きる力」が は ぐくまれる と考えた。その ため には社会の一員 と

しての 自覚 を深め、地域 と連携 を とって人間 と しての在 り方生 き方の指導の充実 を一層 図 る

ことが必要であ る。そ こで、本研 究では生徒 に地域 との交流 の中で幅広い体験 をさせ る こ と

が大 切 と考 え、学校 と地域 が協 力連携す る特別活動 の有効 な在 り方 を探ってい くこととした。

2研 究の背景 と主 題設定の理 由

人は、集団や社 会の一員 として、 自分の役割 を遂行す る過程で 、自己有用感や他人 と協 調

する心、及び、 自ら考 え判断 し責任 を もって行動する力 、社会性 、豊か な心、 自律心 な どの

「生 きる力」 をは ぐくむ。 しか し、家庭 においては少子化が急速 に進 み 、核 家族 化 ・共働 き

の増 加 とも相 まって、子 どもが 、親や他の子 どもたち と触 れ合 う機会が減少 してい る。

学 校 において も、少子化 の影響 は一部の部活動が成立 しな くなるなど特別活動へ の影響 も

深刻 化 してい る。

一方
、通塾 ・習い ごとは子 どもたちの 自由 な交流 を一層分 断 し、また同年齢の者 としかか

かわ らない風 潮 を生んでいる。 さらに、地域の人間関係 の稀薄化 によ り、子 どもた ちが老 人

や幼児 などの異年齢の人たち とかかわる機会 も、以前 より少 な くなってい る。

この ような社会状 況 を踏 まえ、私 たちは、次の ような仮説 を立 てた。

(1)部 活動 の中で異年齢 の人たち との交流 を深めれば、技術 だけで はな くコ ミュニケ ー

シ ョン能力や社会性 が養 われる。

(2)ホ ームルーム活動の中で生徒が 、他の生徒 や保護者 な ど様 々な人 と出会 う機会 を設

定すれば、人の気持 ちや考 えを認め合 う豊かな人間性が培 われ る。

(3>ホ ームルーム活動で学校行事 を進め るに当た り、教 師が学校内や学校間で協力 すれ

ば、一層充実感や感動体験 を与 え られ る。

(4)部 活動 を通 して、地域 の中でボランテ ィア活動 を実践すれば、人に役立つ体験や様 々

な人か ら自分の よさを認 め られる体験がで き、豊 かな心が は ぐくまれ る。

以 下 、2つ の 視 点 か ら、 実践 を 通 し、 この こ と を検 証 す る こ とに した。

(1)人 の気持 ちや考 えを認め合 う場 を設定 し、豊 かな人間性 をは ぐくむ指導の工夫(A班)

子 どもた ちの豊か な人間性 は、人 と人 との真の出会 いを体験す ることによっては ぐくまれ

る。そのため には 自らの気持 ちや意見 を表現 し、相手 の気持 ちや考 えを積極的 に理解 し尊重

しようとす る姿勢 が欠かせ ない。こ うした姿勢はその方法 を学ぶ とともに、集団の 中で様 々

な場 面 を体験 して初めて身に付 くものである。 しか し、現在の子 どもた ちは少子化や地域 の

人間関係の稀 薄化に よ り、そ うした体験が乏 しい傾 向にある。

わた した ちは、特別活動 を通 し、生徒が人 と接す る体験 の場 を広げて、積極 的 に人 とかか
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わってい く姿勢 を培 ってい くことが人 と人 との真 の出会い を生み、豊か な人間性 をは ぐくむ

手助 け になる と考 えた。

また、様 々な交流 を通 し、他人や 自己の理解 を深 めた り、集団 に貢献す るこ とで、成 就感

や充実感 を味 わうことがで きるように援助 する ことが 、生徒の社会の一員 としての 自覚 を高

め、 自らの在 り方生 き方 を考 える生涯学習 の基盤 として、考 える力、社会性、豊か な心 な ど

の 「生 きる力」 をつ けてい くことにつながる と考 えた。

今 回、その実践の場 として、共通の趣味 を通 して地域や他校 との幅広い交流 を図 るこ とが

で きる部活動 と、学校 におけ る基本的生活集 団 として豊かな人間性をはぐくむ土台 となるホー

ムルームの指導 を取 り上げた。各校 の生徒 の現状 を十分 に考慮 し、その際 に掲げた基本姿 勢

は以 下の とお りであ る。

① 集団の 中で 自信 をもって発言がで きるよ うな雰囲気 とその場面の設定 を工 夫す る。

② 一人一人が 自分の役割 を自覚 し、その達成 を もって集団 に寄与 す ることによ り、成 就

感 ・充実感 を体験 で きる ようにする。

③ 様 々な場 面で生徒 が リー ダーシ ップを発揮で きるように工 夫する。

④ 保護者 や地域 との連携 の中で、生徒間及 び他者 との心 の交流 を深 める。

(2)集 団や社会 の一 員 と して、自己実現 を図 る指導の工夫(B班)

目的意識 を もって取 り組 むこ とや 、人 に役立つ喜 びを感 じる ことは、集 団や社会 の一 員 と

して 自己実現 を図る うえで大切 なこ とである。

最近で は、指示待 ち人 間や無気力 な生徒 が増加 している傾向があ る。また、集 団の中で の

自己の役割 を果 たせ ないため に、成就感や連帯感 を得 て豊 かな心 を育 てるこ とが困難 に なっ

て きてい る。

この ような現状 で教師 に求め られている ことは、教 えるべ き大切 なことは丁寧 に教 え、生

徒 の可能性 を信 じて時間的 ・精神的余裕 を もって見守 る姿勢であ り、適切 な援助 によって生

徒 の成長 を支援 してい くことであ ると考えた。

よって今 回 は、地域 ・家庭 や他校 との協力 ・交流 を積極的 に図 り、生徒 自らが感動 を体験

で きるよう指導 ・援助 した。その際の基本姿勢 は以下の とお りである。

① 計画立案の段 階では、 目的 を達成す るための情 報や手段 を生徒 に示 す。

② 「確 かめる」、「待 つ」、「関心 を もって見守 る」 とい う姿勢 で、生徒 が 自ら考 えられ る

ような場 を随時設定する。

③ 適切 な評 価 を与 え、生徒 の 自信 と意欲 を喚起 する。
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II ア ンケー ト調査の結果

同級5

部活勤の友ノ

先当

後ヨ

先d

8進 学校

ロ専門高校

■中堅校

■定時制

ロ生活指導充実校

設 問3.あ なたは今、先生(学 校)に どのようなことを最も求め

ていますか。

話していて楽しい

自分のことを理解してくれる

適切な助言をしてくれる

その他

どちらかというといない

どちらかというといる

■進学校

ロ算門高校

■中竪校

●定時制

口生活指導充実校

設問4,あ なたは.人 との交流で分かり合えたと感じるのは

どのようなときですか。

自分の意見を言えたとき

相手の話を聞けたとき

お互いに意見を言いAOえたとき

相手の意見に共感できたとき

その他

顯
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設問7あ なた は、自分の意見をきちんといえると思い

ますか 。

どちらかというと思わない

国進学校

口奪門高校

■中堅校

■定時制

口生活指導充実校

設問8あ なたは.人 の意 見を聞き、尊重できると思いますか.

巴進学校

ロ尊門高校

■中堅校

■定時制

口生活指導充実按

設問9あ なたは 、他人とのコミュニケー ションがうまく取 れて

いると思いますか。

灘

設問10あ なたは、自分の活勤する場をもっと広げたいと
(人と話す機会を多く作ろうと)思いますか。

設 問,i あなたは、話し合いの場で意見の対立が明確に
なったとき、どのようにしますか。

もの別れのままにする

設問izあ なたは 、学校生活において、どのようなとき、

満足感を感じますか。

自分で決めた通りにできた
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皿 実践 事例

1部 活 動(A校)

一 生 徒 が 保 護 者 や 地 域 の人 と互 い に技 術 を高 め合 い 、

気 持 ち を通 じ合 え る場 を設 定 す る こ とに よ り生 徒 の社 会 性 を養 う一

(バ ドミ ン トン部 の 地域 合 同練 習 会)

(1)ね らい

A校 の バ ドミ ン トン部 は 、男 子 部 と女 子 部 に分 か れ て い るが 、男 子 部 員 が 少 ない ため 、 日

頃合 同練 習 を して い る 。 と もに3年 生 が い ない た め 、2年 生 、1年 生 だ け で 活 動 して い る 。

男 子 部 、女 子 部 と もに キ ャプ テ ンはい るが リー ダー シ ップ を と る こ とが で き ない 。 また 、 技

術 的 に優 れ た もの を もっ た生 徒 が い て も、 中心 とな っ て教 え る こ とが で き ない で い る。 さ ら

に 、他 の 生 徒 に も、 そ の生 徒 か ら学 ぼ う とす る姿 勢 が 見 られ ない の が現 状 で あ る。

わ た した ち は 、部 員 が バ ドミン トンの 高 い技 術 を もった 地域 の 人 と合 同練 習 をす れ ば 、 一

層 技術 の 向 上 が 図 れ 、 ま た、 様 々 な地域 の 人 た ち と合 同 練 習 をす れ ば 、社 会 性 が養 わ れ る と

考 えた 。

そ こで 本研 究 で は 、 部 員 が 、小 ・中学 生 、保 護 者 、 地域 の 人 とバ ドミ ン トンを通 じて 交 流

す る場 を設 定 し、 以 下 の 実現 を 目指 した。

① 積極 的 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを とろ う とす る姿 勢 を 身 に付 け る。

② リー ダー を中心 と して チ ー ム と して の ま と ま りをつ け る 。

③ 個 々 の技 術 の 向上 を図 る。

④ 異年 齢 の 人 との 交流 を通 じて活 動 意 欲 を喚起 す る 。

轍 が
一、嫌

ぜ

欝 ぜ

蟻

男女で合同練習 を進めている場面

(2)対 象

本校の部員 男子5名 女子17名 計22名
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(3)取 り組 みb一 漸

① 準備段 階 までの指 導

今 回のね らいは生徒 と保護者 、地域 の人たち と、バ ドミン トンを通 じて交流 をもつ こ と

にある。バ ドミン トン部では、 日頃、男女の練習や他校 との合 同練習 、 また、合宿 での他

県 の生徒 との合 同練習 や試合 に取 り組 んで きた。そ う した活 動 ・交流範 囲の拡大 の延 長線

上 に今 回の取 り組 みがあ り、部員 には保護者や地域 の人たち との今 回の公開練習に向けて、

技術の向上 を図る とともに、その人 たち との交流 を大切 にす る よう指導 して きた。

そ して 、バ ドミン トン部 の部員の意識 を少 しずつ高めてい くよう工夫 した。保護者 、地

域 の人た ち と一緒 に何 を 目標 とす るのか、 どの ように公 開練習 を進めてい くのか とい うこ

とを生徒全体で話 し合 わせ た り、生徒一人一 人 と話 し合 うなど、公開練習 に向 けての意 識

づけ をバ ドミン トン部全員の生徒 に行 なった。

次 に、公開練習 にいか に して参加者 を募 るのか、 さらに、様 々な人た ちに参加 して も ら

うには どう した らよいのか、生徒 た ちと話 し合 った り、同僚か らア ドバ イス を受けて検 討

した。

当 日、マ ネージ ャーの生徒 が司会進行 を行 なうので、3週 間前 か ら進 行の手順 を入念 に

確認 し合 い、 自信 を もって司会 がで きる ように準備 しておいた。

マ ネージ ャーが本 日の時程

を説明 している様子

初め ての こ となの で不安 や

緊張があ りなが らも真剣 に取

り組んでい る。

響

♂'表3

f'

詩

∴ 壷慰 聾
?
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② 当日の内容

時 間 生 徒 の 活 動 教 師 の 支 援 使用す る もの

5分 講師及び保護者の紹介 マ ネ ー ジ ャー(司 会) 参加者 リス ト
導

10分 準備体操及び諸注意 の指導 、部長の指導 本 時 の メ ニ ュ ー

入
班分け表

30分 基礎打ち 進行状況の把握 と適切 医薬品

ク リ ア ー な対 応

ドロ ツプ ラ ケ ッ ト

ヘ ア ピ ン シ ャ トル

ドラ イ ブ 飲料水
展

ス マ ッシ ュ

サ ー ブ

10分 休憩

20分 ルールの説明 及 び試 合形 式 マ ネ ー ジ ャー(司 会) ル ー ル 表

の練習 の指導

開
10分 休憩

30分 試合(審 判 は生徒が行 う) 進行状況の把握 と適切

な対応

部長の指導

35分 整理体操

ま

交流会 マ ネー ジ ャー(司 会)

と 参加者全員か らの一言 の指導

顧問か らの講評

め (次 回への展望)

(4)参 加 者の感想

・近隣小学校 のバ ドミン トンクラブの保護者ですが、初め て子供た ちが先生以外の大人 の方

や高校 生の方た ちとバ ドミン トンをや らせていただ き、 とて も楽 しそ うに練習 してい たの は

良か った と思い ます。(小 学生 の保 護者)

・子供た ちは自分たちの技術力 の低 さに悔 しさを覚 え、 より練習 に励め た らと思い ます 。上

手 な大人が周 りにいて、小学生 も将来 を夢見 られ るような雰 囲気があ るので、バ ドミン トン

とい うス ポーッを広め るには とて も良い機会ですね。(部 員の保護者)
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・こ れ を機 会 に他 の部 も計 画 してみ て はい か が で し ょ うか 。 レベ ルの 高 い チ ー ム と生 徒 達 が

一 緒 に練 習 で きる と
、 もっ と技 術 的 に伸 び る こ と と思 い ます 。

(バ ス ケ ッ トボ ー ル 部 員 の保 護 者)

・地 域 交 流 とい う形 で のバ ドミ ン トン。 見 学 だ け で した が ア ッ と言 う間 に 時 間が 過 ぎ、 と て

も楽 しい 時 で した。 こ れ か ら も地 元 の 方 が バ トミ ン トン部 に コ ーチ に来 て下 さる と聞 き、 と

て も素 敵 な こ とだ と思 い ます 。(部 員 の 保 護 者)

・若 い 人 た ち といつ か や っ てみ た か っ たで す 。 この よ うな交 流 が もて て大 変 す ば ら しか っ た

で す 。(ク ラ ブチ ーム 会 長)

・技 術 力 の 高 い方 た ち と一 緒 に プ レーが で きて 、 とて も良 か っ た。(部 員)

・司 会 は 初 め てで 、 緊 張 しま した が 、大 変 す ば ら しい経 験 を させ て も らい ま した。 ま た 機 会

が あ った ら、 頑 張 りた いで す 。(バ ドミ ン トン部 マ ネー ジ ャー)

(5)結 果 と考察

A校 のバ トミン トン部 は、① 実力差が激 しい、② 自己表現力が乏 しく、 コ ミュニ ケー シ ョ

ンが うま くとれ ない、③ お互い に教 え合 う気持 ちがない、な どの問題 を抱 えてい た。

この現状 を打開す るため、夏の合宿では、長野県の高校 との合 同練習や試合 を行 った。 そ

こで負 けた悔 しさをバ ネに、生徒 同士がお互いの技術 の向上 に向けて、話 し合 いをで きる よ

うに意識 を高めてい った。

今 回の公開練習 によ り、部員 は今 まで以上 に技術 の向上 を 目指す だけで はな く、人 と人 と

の気持 ちが通 じ合 える とい う体験 を した。そのこ とで 、幅広 くコ ミュニケ ーシ ョンを図 ろ う

とす る姿 勢や、お互 い に教 え合 い、学び合 お うとす る姿勢 を身に付 けて、生 き生 きと練 習 に

取 り組 む ことがで きる ようになった。

結果 として、実力差 については、 クラブチームの方が生徒の技術 に応 じた対応 を して くれ

たこ とに よ り、それぞれが 自分 の レベルで楽 しむこ とがで きた。 また、小学生 に教 える とい

う体験 を通 して、生徒 が 自分 か らすすんで コ ミュニケーシ ョンが図れ るようにな り、 自己表

現力が芽生 えて くる様子 も感 じられた。今 回の体験で得た精神的 な面での広が りや強 さは大

きく、その後 の公式戦 において も、ねば り強い試合 を行った。また、声が よく出るなど、チー

ム としての まとま りもついて きている。

今 回の公 開練習 の取 り組 みで、生徒 は好 きな競技 を通 して多 くの人 とふれ合 う楽 しさを知 っ

た よ うに感 じられた。今後 もこ うした活動 を継続的 に展開 し、部員 が積極 的 に、地域 の 人た

ちと交流す る過程で 、バ ドミン トンの技術 だけで はな く、社会性 を養 うよう指導 ・援 助 して

い きた い。

学校の 中の一つの部 とい う狭い人間関係の中で、お互 いの コミュニケーシ ョンが うま くと

れず にい た とき、地域 との交流 を通 して部員 は 自分 たちの部活動 の在 り方 を、一層見つ め ら

れる ようになった と思 う。 また、様 々な年齢 層が楽 しむ姿 を見 たこ とは、バ ドミン トンとい

う種 目に対 して も受 け とめ方が広が った と考える。生徒 には、現時点で は技術 の向上 を 目標

と して指導 してい くが、将来的に は生涯スポーッ としての視点 も含めた指導 を してい く考 え

である。
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2ホ ームル ーム活動(B校)

一一人一人の生徒が文化祭 に積極的 に参加 する よう援助することによ り豊かな人間性 を培 う一

(文 化祭での模擬 店への取 り組み)

(1)ね らい

学校生活 の中で、 さまざまな出会いの場 を通 して、人の気持 ちや考 え方 を認め合 い協 力 し

合 うような体験 を重 ねてい くことは、よ り豊かな人間性が は ぐくまれ るよい きっかけ となる。

しか し、B校 は都立高校 の中の生活指導充実校 の一 つであ り常 に何か不満 をもってい る生

徒 が多い。その結果 、積極 的に人 とかか わろうとしない傾向が見 られ る現状 が あ る。 「つ ま

んない」 「だるい」が 口癖の ようになってお り、満た され ない不満 げな顔 をしている。 また 、

用事 を頼 もうとす ると 「嫌 だ」 「何 で 自分に頼 むの」「ほかの人 に頼め ば」 とい う言葉が生 徒

か ら頻繁にかえ って くる。生徒 たちは人 に何で もやって もらうこ とを求め 、人 に自 らか か わ

ろ うとする ことを避けるので、ホームル ーム において も集 団 としての活動 を苦手 とし、な か

なか まとまらない。

そ こで本事 例では、『基本姿勢』 に沿って文化祭 に取 り組む こ とで 、 自己 を生か す体験 を

通 じ生徒 相互が互い に気持 ちや考 えを認め合 う思いや りの心 な どの 「生 きる力」が は ぐ くま

れ るようなホームルーム活動 を計画 した。

(2)対 象

3年 生25名(男 子6名 女 子19名)

(3)取 り組み

11月 の文化祭 に向けて、生徒 たちは高校生活最後の文化祭 を 「模擬 店」 で参加 す るこ とに

決定 した。

文化祭当 日までの生徒 の動 きと教 師の指導 のポイン トを表に まとめた。(表1参 照)

① 話 し合いの雰囲気づ くりか らテーマ決定 へ向 けて

担任 は生徒の 自発的 な意見がでる ように時間 をか けて話 し合 うことに した。生徒 の 自主

的活動 を支援 し、話 し合い を しやす くす るため、実行委員 と打 ち合 わせ を行 い、 アンケー

トを実施 しアイデアの募集 を行 うと提案 した。

昨年 の文化祭 で、本事例の生徒 達は、 グループご とに分かれ、卵の殻で絵 を作 成 し 「世

界のアー ト」 とい うテーマで展示部門に参加 した。2か 月以上か けて、 とて も細か な作 業

を丁寧 に行 い、生徒 たちの 中に自負心 が芽生 えたが 、最優秀で はなか ったので 、悔 しさが

残 っていた。

そこで、今 回は展示以外で挑戦 し参加する とい う生徒か らの提案があ り、話 し合 い を進

めてい くこ とに した。

飲 食店 をや りたい とい う意見が 出て くるが、そこか ら先 は具体的 な案が出ず 、なか なか

進 まないでいた。テーマ決定期 限 ぎりぎ りの4時 限 目のロ ングホ ームル ームで 、お なか を

す かせ た生徒 が 「焼 き鳥 を食べ たい」 と言い、それを聞いた生徒 の一人が 「Aさ ん家 の焼

き鳥がおい しかったか ら焼 き鳥屋がや りたい」 と意 見 を出 した。実 は、A子 は、 日頃家業
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を手伝 ってお り、炭火で焼 いていた。 一

そ こで、司会 を していた実行 委員 が意見 として取上げ、決 を取 り全員一致で、実行 委員

とA子 が リー ダー となって焼 き鳥屋 で進 めてい くこ とに決定 した。 また、肉の仕入 れはA

子 の実 家の仕入先 か ら都合 をつけて もらうこ とにす るなど、全面的にA子 の実家 に協 力 し

て もらいなが ら、本格 的焼 き鳥屋 を屋外で挑戦す ることに した。

表1文 化祭 までの生徒の動 きと指導上のポイ ン ト

時 期 生徒の取 り組み 指導のポイン ト

6月 中 旬 企画検討 過 去 の3年 生 の 出 し物 の 説 明
ロ ン グ ホ ー ム (1)企 画 ア ン ケ ー ト(集 計 ・発 表) 話 し合 い の 雰 囲気 作 り

ル ー ム (2)グル ー プ 別 の話 し合 い 生 徒 一 人 一 人の発想 を尊重 す る。

意見 が 出 な い ので 、 ま と ま ら ない

日 が つ づ く 。

9月 中旬 模擬店(焼 き鳥屋)に 決定 ホ ー ム ル ー ム の 団 結 、 一 人 一 役
ロ ン グ ホ ー ム 本 物 、 プ ロの 味 をめ ざす 。 全 員 参加 を 目指 す 。

ル ー ム 実 行 委 員 が リ ー ダ ー と な って 実行委員 と事前に打ち合わせを
役割分担、作業内容を検討 す る
販売品目の決定、役割分担決定 イ メ ー ジ を膨 らませ る よう に焼
協 力 体 制 を考 え る。 き鳥屋 の探 検 を呼 び か け る 。

プ ロ の ア ドバ イ ス を求 め る 。

10月 初 旬 体 育 祭 文化祭までの予定表作成 本番へ向けての手順を示すよう
プ ロパ ン ガス 、 テ ン トの手 配 に す る 。

チ ケ ッ トの 用 意 屋台の焼き鳥屋の写真を撮影 し
掲 示 をす る。

中旬 試作会
ロ ン グ ホ ー ム

ル ー ム

下旬 準備

11月 文 化 祭 前 日

文化祭当日
文化祭後の 感想文と反省会 感想文を学年だよりに載せ相互

ロ ン グ ホ ー ム 理 解 を 図 る 。
ル ー ム

② 協 力体 制づ くりへ向 けて

「焼 き鳥 屋 を成功 させる」 とい う集 団の 目標 を達成す るため には、一人一人が 自分 の役

割 を自覚 し、互い に協 力 し、責任 を果 た してい くことが大切であ ると考 えた。

そ こで、担任 は実行委員 と相談 し、ホームルームの協力体 制 を作 り、参加 意識 を高 め る

ための工夫 を考える よう支援 した。

ア 文化祭 までの予定表作成

学校 の予定 とホームルームの予定の進行状 況が一 目で分 かる ように模 造紙 に書 き、

教室の横 に掲示す るこ とに した。 この ことに よって作業予定 や活動 内容 がいつで も分

か るように した。(写 真1参 照)

イ 役割分担表の作成

分担表 を作 成 し配布す ることで、実行委員 は誰が何の担 当かをよ く把握 で き、生徒

たちは、一覧表 になってい ることで、 自分 の仕事が何であ るか も分か り、友達 の作 業

内容 も分か るようになった。 この ことで 「自分 も参加 している」 と意識 で きるよ うに

なった。(表2参 照)
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表2文 化祭 に向 けて係のする こと や き と り3-4

焼 く係 さ ん さ ん

仕 事 日 、 爪 は 短 く切 り 、 ア ク セ サ リ ー な ど は つ け な い 。 三 角 巾 、 エ プ ロ ン を

必 ず 着 用 。 試 作 会 は19日 に や っ た の で 、 当 日 も 同 様 に 。 あ と 、 消 毒 液 で 手

を よ く 洗 う こ と が 大 切 。

材料運ぶ係 さん さん

仕事 お客 様が来た ら焼 く人の指示 に従 って、食物 室の窓か ら材料 を渡す。

食物室か ら出る時は、エ プロ ン、三角巾 をはず す。消毒液で手 を洗 う。

焼 き鳥

渡す係

くん さん

仕事 チケ ッ トと引 き換 えに焼 き鳥 を渡す。一味唐 辛子をかけるか どうか聞 い

て、かけてあげる。

会計係 さん さん さん

仕事 材料や準備 にかかったお金 の計算。売 り上げ とか。

宣伝係 さん さん さん

仕事10枚 もらった画用紙に、や きとり3の4の 広告作 り。当 日ビラ配 り以外

の宣伝 方法 を考 えてほ しい。

(例)の ぼ りを持って、校 内を歩 いて宣伝 した り、大声 でがんばる。

準備係 くん くん さん さん(そ の他役割の少ない人 も)

仕事 学校の テン トが借 りられる ようになったので、大変だ と思 うけ ど、そ の

組立が主です。その他、指示 通 りに動いて くだ さい。

看板係 仕事 と りあ えず下書 きが さんだけど、その後ペ ンキ を塗 った りとか、

や ることがあ るか ら、他の人 も進 んで手伝 って ほ しい。放課後 とか昼休 み

な ど、時 間に余裕のある人はお願 い。看板の締め切 りは11月6日(土)

会場装飾係 さ ん さ ん(い ろ ん な 人 も手 伝 っ て ほ し い 。2人 じ ゃ ム リ で し ょ)

仕 事 ど ん な 感 じの お 店 に す る か 。 飾 り は ど う す る か 。 の れ ん や の ぼ り作 り を

し た り。 ま だ 、 時 間 は あ る か ら 、 い ろ い ろ 考 え て み て 下 さ い 。11月 の2・

3日 く ら い に ア イ デ ア を言 っ て ほ し い 。 で きれ ば も う 少 し早 め で も 。 も し

何 か 買 っ た りす る な ら お 金 の こ と も あ る し。

受付係 さん さん さん一 一 一
仕事 交換す るチケ ッ ト作 り。当 日、お金 と引 き換 えにチケ ッ トを渡す。

③ プ ロ(保 護 者)の ア ドバ イ ス を受 けて

何 を い くつ 販 売 す る のか を決 定 す るた め に、全 員 で 意 見 を 出 しあ うが 、 初 め て の こ と な

の で ど う決 め て よ い の か分 か らず 、 保護 者 に意見 を求 め る こ とに した。

「素 人 に は メ ニ ュ ー は1種 類 の み で 、 本 数 は1日180本 が 限 界 」 とア ドバ イス を受 け 、

そ れ を踏 まえ て話 し合 っ た。

④ 文 化 祭 当 日(写 真2参 照)

文 化 祭 当 日は 、教 師 は 、生 徒 が 自分 た ち で 考 え 、行 動 で きる よ う生 徒 を信 頼 し、 じ っ と

見 守 る よ う心 掛 け た 。

そ の結 果 、生 徒 た ち は 自主 的 に 当 日の 目標 と して(1)お 客 様 に気 持 ち よ く買 っ て も ら う

(2)順調 に販 売 活 動 が で きる(3)ゴ ミの 管 理 も しっ か りす る 、 とい うこ とを掲 げ 、役 割 ご と

に助 け合 っ た 。 自分 た ち で判 断 し、責 任 を も って行 動 して い る こ とで 、文 化 祭 初 日 に生 じ

た 問題 も、2日 目の 開店 まで に は克 服 し、 生 き生 き とそ れ ぞ れ の 仕 事 に専 念 し て い た 。

(次 項 参 照)
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一
焼 き鳥 一 人 あ た りの 販 売 本 数 決 定 過 程(1日180本 、1本 当 た り50円)

匝亘C亘 亘

一 人5本
皆で話 し合 う。

→

事前 に話 し合 いで決めてお く。

一人1本

開店準 備 中

皆で話 し合う。

→ 一人3本

開店準備 中

ま た た く 間 に 完 売 。

多 くの 人 に 買 っ て も

ら い た い 。

皆 で 話 し合 う。

→

「少 な す ぎ るの で

は 」 と他 の 教 師 か

ら 意 見 を 聞 く 。

一 人2本

決定 する

「少 し多 い の で

は 」 と 他 の 教 師 か

ら意 見 を 聞 く。

販売 本 数 を 決 め る に あ た っ て 、 多 く の お 客 様 が 納 得 で き る 本 数 に な る よ う に 話 し合 っ た 。

(写真2)

文化祭 当 日、持 ち帰 り用の

焼 き鳥 を用意 しているところ

であ る。

ト

』難
L

織

、

響

(写真1)

文化祭 までの予定表が 、

教室 に掲示 してある。

鱒
鯵

礎メ

き

墾
、唾

鋼 臨 浴 、

勾 ∴1

磯

醗麟

エ

押

ー

饗
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(4)生 徒 の感想

・い ま まで こん な に一 生 懸命 や っ た こ とが なか った 。 とて も疲 れ た け ど、 ま た や

りた い 。(今 年 が 最 後 だ け ど)

・み ん なで 協 力 す る こ との大 変 さ とす ば ら しさ を学 ん だ 。

・み ん なで 話 し合 って 、 意 見 を出 し合 っ て 、焼 鳥 屋 を つ くっ て い く こ と で 、ホ ー

ム ル ー ムの ま とま りと充 実 感 を感 じた 。

・初 め は無 理 だ と思 っ てい た け ど、 無事 終 わ っ て ホ ッと した 。

(5)結 果 と考 察

文 化 祭 の2日 間 、3人 が 欠 席 したが 、22人 が協 力 して 、学 年 最 優 秀 賞 とPR賞 の2つ の 賞

を も ら うこ とが で きた 。

全 員 参 加 で は な か っ たが 、準 備 過 程 で 、 生徒 一 人一 人 が努 力 し、助 け合 い 、 多 くの知 恵 と

経 験 を出 し合 え た こ とが よか っ た と思 う。

日頃控 え め で あ った生 徒 が実 行 委 員 と して行 動 して い く中 で 、 リー ダ ー と して の 自覚 を も

ち 、 全 体 に指 示 を出 せ る よ う にな っ て い っ た。 また 、 他 の生 徒 た ち も、積 極 的 に協 力 して 実

行 委 員 を支 えて あ げ よ う、 そ して成 功 させ よ うとい う気 持 ち に徐 々 に な っ て い き、 思 い や り

や 協 調 性 が 育 っ てい っ た。 そ して 、生 徒 た ち は今 まで は分 か らな い こ とは投 げ 出 して い た の

に 、今 回 は焼 き鳥 に関 して 分 か ら ない こ とな どは、 よ く知 って い るA子 やA子 の保 護者 に 聞

い た り、手 伝 っ て も ら うな ど 、素 直 に人 の 意見 を聞 き、考 えて 、 や って み る とい う こ とが で

きる よ うに成 長 して い っ た。

ま た 、文 化 祭 後 のA子 は 「こ ん な に大 変 な こ とを毎 日や って い る なん て す ごい と思 う、 尊

敬 す る よ」 と言 っ て い た 。父 親 の 働 い て い る姿 は見 て い た し、 知 って い るつ も りで い たが 、

実 際 に 自分 が 中心 とな り体 験 してみ て 、 改 め て仕 事 の大 変 さに驚 い た とい うの で あ る 。

今 回実 施 した研 究員 の ア ンケ ー トで は、 自分 の意 見 をきちん と言 えない な ど、 コ ミュ ニケ ー

シ ョン を とる こ と を苦 手 とす る傾 向が 出て い た 。 本校 の生 徒 も同様 で あ っ たが 、生 徒 の 感 想

に よ る と、協 力 し合 い な が ら、 自分 た ちで 成 し遂 げ た とい うこ とで 、互 い に 自信 が つ き、 積

極 的 に コ ミュニ ケ ー シ ョン を図 る こ とが で きる よ うに な った様 子 が うかが え る 。 自分 の 役 割

を果 た し、 互 い に協 力 し、 個 の 力 が集 団の 中で 生 か され て い くこ とで 、成 就 感 や 充 実感 が 生

まれ 、 自 らの 自信 につ なが った と考 え られ る 。そ して そ の 自信 が 、思 い や りや協 調 性 を もっ

た 豊 か な人 間 性 を さ らに育 て 、 社会 の一 員 と しての 自覚 を高 め 、 「生 き る 力 」 に な っ て い く

と考 え られ る。

今 後 も さま ざ ま な ホ ー ム ルー ム活 動 を通 して 、教 師 は 、生徒 一 人 一 人 が 各 自の 役 割 を 自 覚

し、主 体 的 に さま ざ ま な創 意 工 夫 が で きる よ う、 ま た 、生 徒 た ちが 互 い に理解 し、認 め合 い、

協 力 して活 動 で きる よ う、適 切 な指 導 と助 言 を して い くこ とが 大 切 で あ る と考 え る。
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3ホ ームル ーム活動(C校)

一地域 との連携 を積極的 に推進 し充実感や感動体験 を与 え る一

(文 化祭での和太鼓演奏公演)

(1)ね らい

C校 で は、部活動へ の加 入率が約20%と 低 く、活動 を継続 的 に行 う部活動は少ない・また・

ホームルームで学校行事 を行 う場合 で も、放課後 を学校外で過 ごす生徒 が多い ため、共 通 の

目標 をもって活動 する ことは難 しい面がある。その結果 、集団活動 におい て意欲的 な活 動 が

で きず 、豊か な人間関係が生徒 間や生徒 と教 師の間に生 まれに くい傾向があ る。この点 を改

善 してい くため には、生徒が 「やればで きるんだ」 とい う気持 ちを味 わ うこ とがで きる よ う

指導 ・援 助す ることが大切 だと考 えた。

C校 にはかつ て和太鼓 の演奏 を指導 し、感動体験 を与 えた ことがある教 師がいた。その 教

師 は、 この経験 を生 か しなが ら、副担任 として担任 に以下 の理 由か ら和 太鼓 演奏 を してみ て

は どうか と勧 め、実現 にこ ぎつ けた。

(1)和 太鼓 は 自然界 の生物 よ り作 り出 された物 なので人の心 に響 きやすい。

→多 くの人間(年 齢性 別を問わず)に 気持 ちを伝 えやす く、他 と交 流 す る こ とが

で きる。

② 練習 は大変 だが、生徒 に とって課題が はっき りしやす く生徒 の意欲 を ひ きだ しや

す い。

→ 目的意識 を高 めやす く、共 通の 目標 を もつ こ とがで きる。

(3)一 人一人の個性 に合わせた活 動がで きる。

しか し、 以 下 の よ う な問 題 点 もあ る 。

(1)校 内 に指 導 者 が い ない 。

(2>器 材 が 足 りない 。 ま た器 材 が 大 型 なの で運 搬 が難 しい 。

(3)太 鼓 の練 習 で は大 きな音 が 出て 、 校 内 ・校 外 を含 め周 囲 に迷 惑 が か か る 。

そこで 、これ らの問題点 を克服す るため に、地域 の協 力 を積極 的に求 める ことと した。

(2)対 象3年1組(男 子11名 女子17名 計28名)

(3)取 り組 み

① 生徒 の意欲 をひ きだす指導 の工夫

生徒 の意欲 をひきだすため には、企画 決定 の過程 は とて も大切 な ものであ ると考 えた。

表1に 指導の流れ を示す。

上述の教師 は副担任 と して、担任か ら文化祭 の出 し物の案 を考 えるよう依頼 されていた。

副担任が和太鼓演奏 を提案 した とき、担任はあ まり賛成 しなかった。 しか し、数 名の生徒

が ホームルームの 出 し物 と して是非和 太鼓演奏 をや りたい と言 った とき、担任 の気持 ちが

変化 していった。そ してこの こ とは副担任 と担任が共通認識 をもって指導 をする契機 となっ

た。 また副担任が理想 を語 り目標 を明確 にする ことで、生徒 の和 太鼓演奏 に対 す る不 安 感

を和 らげるこ とが で き、さ らに意欲 をか き立て ることがで きた。
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【表1.指 導 の 流 れ】

注:○ 抜 き数字 は、時 間の経過 を示す。

生 徒 の 活 動 副担任 と生徒のかかわり 副担任と担任のかかわ り

① 生徒Aに 文化祭で和太鼓演奏
② 生徒Aは 興 味 を も ち 、 ホ ー ム ル ー をや っ て み な い か と話 を した。

ムで取 り組んでみようという話を周

囲にもちかけ、多 くの生徒が賛同し ③ 生徒から、担任に反対された
た 。 が和太鼓演奏に取 り組みたいと ④ 担任に和太鼓演奏につい

しか し、担 任 は反 対 した 。 いう申し出があったので、協力 て 説 明 し、 ホ ーム ル ー ムで

す る こ と と した 。 生徒 に は 、み 実現可能かどうか話 し合っ

⑤ 生徒は実現可能かどうか話し合い んなで実現可能なのかを再確認 た 。

の場をもつが、和太鼓演奏に対 して させ た 。 担任の不安はかなり解消

不安を示す生徒がいて、意見はまと され、生徒の気持ちしだい

ま らな か っ た 。 ⑥ 生徒 ・担任からの依頼を受け では実施できることを確認

そして、生徒は話 し合いの結果、 て 、 ロ ン グホ ー ム ル ー ム に て し た 。

ホ ー ム ル ー ム全 体 に 対 して 、和 太 鼓 ア,和 太鼓演奏の魅力 イ.準 また、担任からクラスで

演奏の魅力について教師から説明を 備の大変さ ウ,文 化祭におけ 和太鼓演奏をやることにつ

してもらい、不安を解消することを る ホ ー ム ル ーム 活 動 の 理 想 に つ いて生徒に、準備の大変さ

考 え た 。 い て話 す 。 を説明してほ しいと頼まれ
る 。

⑦ 話を聞き、さらにイメージをわか
す ため に ビデオ を見 る。そ の後 、ホー

ムルーム内で話 し合い、採決を行い

多数で可決 した。生徒は担任に再度 ⑧ 担任から協力を正式に要
申 し出 て 、 了 承 され る。 請 され る 。

② 一 人一 人の個性 を尊重 し生徒 が安心 して活動に参加 で きる指導 の工夫

C校 の生徒 は 自ら課題 を設定 し主体的 に取 り組む姿 勢のない者が多 い。特 に表 現力の 乏

しい生 徒 に とっ て は 、 意欲 は あ っ て も行 動 力 が 伴 わ ない こ と もあ る 。 原 因 と して は 、 結 果

を恐 れる不安 感にあ ると思われる。 自ら自主的 に行動 してい くためには、その ような不 安

感 を取 り除 くことが必要だ と考えた。また意欲的な生徒 を活動の中心に据えることで、ホー

ム ル ー ム の 中 の 雰 囲 気 づ く りに 努 め た 。以 下 、図1に ホ ーム ル ー ム 内 の 生徒 の 動 き を ま と

め て み た 。

【図1.ホ ー ム ル ー ム 内 の 生徒 の 動 き】

(ア)ホ ー ムルー ム活動 に参加 す

る ことに積極 的で、太鼓 をた

た くこ とにも意欲 的な生徒 。

(イ)ホ ームル ーム活 動に参加 す

る ことは嫌 ではな いが、太鼓

をた た くこ とは恥 ずか しいと

思 う生 徒 。

また は、太鼓 をや りた くない

生徒 。

練 習 を意 欲 的 に 行 うこ とが で

き太鼓 の楽 しさを感 じられ る。

亡

和 太 鼓 の 練 習 が 盛 り上 が

り、 見 て い る もの も楽 しさ
が分か るよ うにな る。

〔

コ コ
贋一 つ ず つ 課 題 を 克 服 す る こ と が ・
コ ロ
。お も し ろ く な る 。.
● の

1

(ウ)ホ ー ム ル ー ム 活 動 に 参 加 も

した くな い し、 太 鼓 も や りた

くな い 生 徒 。

コ ロ ロ ロ

9安心 して練 習 に参 加 で き るよ うr--9さ らに練 習 が 活発 に な り連・
コ ロ コ コ

・に な る 。 薗 ・帯 感 が 生 ま れ て くる 。 ・

L-一 一一 一一 一一一 一一1-一 一 一一...

コ ロ

和太鼓 へ の理解 を示 し自分 の・
コ コ

・役割 をみつ ける。 ・
■a

■

練 習 に参加 しな い生徒 へ積極
ロ
・的 に和 太鼓 への理 解 を求め る

1よ う にな る。

コ 　 ロ ロ

ホ ー ム ル ー ム 活 動 が 活 発 に な っ て もr-一 一・最 後 ま で 意 欲 が わ か ず 参 加 ■
コ ロ ロ ロ

・意欲 がわか ない。 昌8し な いこ とを意 思表示 する。・or・r
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③ 成就感 を味 わわせる指導の工夫 鱗

生徒の 目的意識が高 いほど、達成で きた ときの成就感や感動 は大 きな もの となる。 和太

鼓演 奏 には実施上の困難 もあ るが、生徒 たちの可能性 を広 げてい くため に、本事例で は 地

域 との連携 を積極 的 に利用 してい くこととした。そこで副担任 は、担 任の意向 に添い なが

ら、地域 と学校 を結 びつける よう努めた。

問い合 わせ先 問い合 わせ内容 結 果

区役所生涯学習課 ・地域 の太鼓の指導者

・太鼓 などの器材 を借用

させて もらえる場所

太鼓 の指導者 として区 に登録 して い る

方 を紹介 して もらう。

情報 な し

和 太鼓店 ・地域 町会 ・太鼓な どの器材 を借用

させて もらえる場所

借用 で きる もの な し。

近 隣の小学校

中学校 ・高校

・地域 の太鼓 の指導者

・太鼓 な どの器材 を借 用

させ て もらえる場所

E高 校 に和 太鼓部が ある とい う情 報 を

得 る。
→顧 問の先生 と和太鼓部員 の協力 を得

る。

小学校 ・中学校 は部活動が活発で借 用

させ て もらえず。

近隣の都立高校 よ り器材の借用 を許 可

していただ く。

また具体 的な活動 の内容 とね らいを以下 に示す。

E高 校和太鼓部
・A高 校 で2回 練 習 会 を行 っ た

。

同 じ高校生の 中で教 え合 いの場 を もち、交流 を深め る。
また本校の生徒が具体的 なイメージを もつ よう指導する。

E高 校 の 顧 問

・本校 に4回 ほ ど来 て い た だ き
、 講習 を受 け た 。

・構 成
、演 出 、衣 装 な ど助 言 を も らっ た 。

高 い技璽 を 目の前 で見 る ことで、生徒の 目標 をはっき りさせ る。
練習 の課題 を提示 して もらう。
公演 の助言者 になって もらう。

前任校
・器材の借用 をお願い した

。
・前任校の文化祭で和太鼓演奏 した3年 生 に来校 して もらい合 同練習 を した

。

蘇 誌 麓 驚 騰 嵩艦 鰭 校生と交流することで・

都立高校3校
・器 材 の借 用 を お願 い した

。

太鼓 は高価 な もの なので取 り扱い には十分注意 させ た。
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(4)生 徒 の 感 想

・他 校 の 先 生 や 生 徒 と交 流 す る こ とは 、 とて も勉 強 に な った 。

・あ ま りホ ー ム ル ー ム で話 さなか っ た子 と話 せ る よ うに な っ た。

・や りだ した ら楽 し くて 自分 か ら積 極 的 に練 習 す る よ うに な っ た。

・い ろ い ろ な人 に見 て も らえ て よか っ た。

・成功 して す ご く感動 した 。

・自分 に と って い い経 験 にな っ た 。

・太 鼓 が 大 好 きに な った 。

・ま た機 会 が あれ ば や りたい 。

・他 にや りた い とい う人 が い た ら協 力 した い 。

・無 理 だ と決 め れ ば何 もで きない が 努 力 す れ ば何 で もで きる と思 った 。

・ホ ー ム ル ー ム で分 担 して 、 もっ と効 率 よ くや れ た の で は と思 う。

・太鼓 を借 りて くる の も先 生 にや って も らって 、 もっ と 自分 た ちで で きれ ば と思 っ た 。

(5)結 果 と考察

継続的 な活動 をす る経験の少 ない本校 の生徒が 、1カ 月半 にわた り準備 を続 け多 くの観 客

の前 で公演す る ことがで きたこ とは、それだけで も大 きな成果であ った。生徒 が意欲的 に活

動 で きた要因は、和 太鼓演奏 を行 う目的意識の喚起 にある と思 われ る。 しか し、教師が生 徒

にた だ和太鼓演奏 を勧 めて も、生徒 は選択で きない こともある。そ こで和太鼓演奏 を実践 す

る に当た っては、生徒 にそのね らいを認識 させ ることが大切 である。本事例 にお いては、和

太鼓演奏 を通 じて何 がで きるのか とい う理想 を教師が しっか り語 り、生徒 に考 えさせ る こ と

がで きた。 どの ような集団活動において も、教師はその活動 の 目的意識 を生徒 に どうもたせ

るかが重要であ ると感 じた。

また 「無理 だ と決め れば何 もで きないが、努力すれば何で もで きる と思 った」 「多 くの人

に見 て もらえて よかった」 などの感想が得 られたこ とは、100名 を越 える観 客 を前 に公演 を

終 えた生徒 たちに成就感 を味 わわせ、感動体験 となったこ とを意味す ると考 えられ る。 さ ら

に 「和太鼓 をや りたい とい う人が他 にいた ら協 力 したい」 というような、自分が得 た経験 を

他のため に役立ててい きたい とい う感想が得 られた ことは、予想外 に嬉 しいこ とで あった。

この よ うな成果 は、学校 内の教師の協力 と学校間の協 力 ・連携 に よる ところが大 きい。 こ

の協 力 を得 られた ことで、生徒 の可能性 は大 きく広が り、充実 した活動 がで きた といえ る。

しか し、積極的 に地域へ協 力 を求める ことは生徒 にとって容易 なことではな く、教 師の地域

への働 きか けが とて も重要であ る。多様化す る生徒 に集団活動の魅力 を感 じさせ てい くため

には、教 師には地域 と学校 を結びつけてい くコーデ ィネーターと しての役割が大切 になる だ

ろ う。
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4部 活動(D校)弾

一集 団や社 会の一員 として地域や福祉 施設 との連携 を活用 し
、豊 かな心 をは ぐくむ一

(バ トン トワリング部 の特別養護老人ホ ームへの訪 問公演)

(1)ね らい

D校 では部活動推進委員会 を設 け、部活動へ の参加 を呼 びか けてい るが、活動率の 目標 数

値 には未だ至 ってい ない。 しか し、その中でバ トン トワリング部(以 下バ トン部)は 計画 的 ・

継 続的かつ熱心 に活動 を行 ってい る部の一つである。バ トン部 は体育祭 ・文化祭 な どの学 校

行事 を発表の場 として活動 してお り、学校外での活動経験が ない。そこで、顧 問の教師 は学

校 外の人た ちの前で 、練習 の成果 を披露 してみては どうか とい うこ とを提案 し、考えさせた。

今 回 は下記の3点 をね らい と して取 り組む ことを計 画 し、実践 を試み た。

地域社会 と連携 を図ることで、部活動の活動範囲を拡大 し、

感動体験を通 して自己実現を図る。

ボラ ンテ ィア体験 を通 して、人間 と しての在 り方生 き方 を

考 え させ 、豊か な心 をは ぐくむ。

問題意識 を もって取 り組 み、奉仕 の喜 びを味 わ うこ とで、

社会性 を培 う。

(2)対 象

バ トン トワ リ ン グ部 女子15名(1年 生5名 ・2年 生2名 ・3年 生8名)

(3)取 り組 み

部活動 に参加す る生徒 は、個人差 はあるが 目的意識 を各 自が もっている と思 われる。

D校 のバ トン部 は、人前 で踊 るこ とが好 きな生徒が集 まって活動 してい る。 しか し、 「そ

れ だけで は学校行事 での発表 に終始 し、自己満足 で終わって しまうのではないか」 と部 員 に

提案 した。そ こで、まず学校外の 身近 な ところでバ トンな どを使 った演技 を発 表す る場 が な

いか と問 いかけた ところ、生徒の 中か ら、児童館 ・保育園 ・老 人ホームな どの施設 があ る と

い う声が 出て きた。話 し合 いの結果、近隣の特 別養護老 人ホームに出かけてバ トンや フラ ッ

グな どを用 いた演技 を披露す るこ とになった。
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バ トン部の特別養護老人 ホームへの訪問演技 の指導案

生 徒 の 活 動

① 企画検討(新 たな取 り組みを考える〉

話 し合い

毎日の活動の成果を、校外において発表する方法を考える。

地域に貢献できることがないかを考える。

→バ トンを中心とした演技を近隣の施設に出向き、演技を行うことに決定。

普通練習

地域近隣の施設の情報収集

役割分担決定(演 技分担とプログラム作りなどの係分担)

② 訪問可能施設への予約 → 内諾の実現

③ 事前施設見学と訪問(初 めてのふれあい)

④ パート別グループ結成

曲目と振 り付けの選択

特別練習開始

振 り付けの練習

⑤ ポスターの作製(施 設のお年寄 りに公演予告〉

振 り付け と曲合わせ

事前 施設訪問(食 事介助体験 な ど)

プログ ラムの企画 ・構成(全 体の展開 を決定)

⑥ リハーサ ル(演 技の工夫)

⑦ パ ンフレッ トの作製(当 日配布す る)

直前打 ち合わせ(器 具 ・環境 を含 む)

⑧ バ トン演技(約20分 ～30分)

⑨ お年寄 りとバ トン部 の交流会(約40分)

反省会

指導上の留意点

・活発な意見やア イデアが 出るよ うな雰 囲気作 りをする。

・情報収集の手順 について助言 を行 う。

・全員がわか るように考 えさせ る。

・訪 問を予約す る際の接遇 ・マ ナーを体得 させ る。

・見学 を含め、お年寄 りと意志疎通 を図 る。

・施設訪問での感触 をもとに望 ま しい内容 を検討 させ る。

・進行状況を確 認 させる。

・文字の大 きさ ・コン トラス ト・表現 内容が工夫 されてい

るか助言する。

・表現力 についての工夫がな されてい るか を確認す る。

・意志疎通 をさらに図る。

・時 間配分や構成内容の工夫 を確認す る。

・演技者 と鑑賞者が一体 となるように工夫 されてい るかを

確認 させ る。

・文字の大 きさ ・コン トラス ト ・表現 内容が工 夫 されてい

るか助言 する。

・失敗を恐 れず、自信を もたせ る。

・積極的にお年寄 りの中に入るよ うに させる。

・取 り組み内容が 自己に とって、鑑賞者に とって どの よう

に活か され るか を考え させ る。

※ 指導 案の番 号 は右 ペー ジの活動経過 と関連 してい る。
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バ トン部 の 活 動 内 容r

準 備

① 企 画検 討の段 階では鑑 賞者 の対象 として子供やお年寄 りなどが出 されたが 、最 初 の

取 り組 み と してお年寄 りに元気 を伝 えたい とい う気持 ちが固 まる。

② 地域 や施設の方々に 自分 たちの活動 の趣 旨を説明 し、内諾 を得 るため に訪問の予 約

をする際の挨拶 や接遇 ・マナーを習得す る。

③ 部員全 員が老 人ホームの施設見学 は初 めての経験であ る。

④ 施設見 学後は構 成内容 に も工夫 を凝 らす意見 を交わ し、練 習では顔の表情作 りをす

る ことな どを意識 して、普段 よりもより一層 きめ細か く取 り組む。

⑤ ポス ター作 製は、事前 に施設 のみ な さんに訪問公演があ ることを知 っておい て も ら

いたい とい う生徒 のアイデ ィアで取 り組 む。3枚 のポス ター を作 製 し、各 フロアー に

掲示 して もらう。

⑥ 直前 の リハ ーサルにおいては、単調 に演技 をせず に、感動 を与 えられ るような内容

や表情 を意識 して取 り組 む。

⑦ パ ンフレッ トの作製 では、ポスターよ りもさらに公演 に興 味 をもって もらいたい 、

いつ まで も思 い出に残 して もらいた い、その ような思いで作 製する。

作製 にあたって施設 の職員 の方か ら次の ア ドバ イス をもらう。
　 コ　 ロ　 ロ　 ロ　 コ　 コ　 コ　 コ　 　　 コ　 コ　 コ　 コ　 コ　 サ　 ロ　 コ　 ロ　 ロ　 ロ　 ロ　 コ　 ロ　 ロ　 コ

灘 灘1三1論と騰 撫_一
一 ■一 騨一 ■一 匿一 ・一 ■一 ・一.一 騨一 ●一 ●一 ■一 ●一 ■一 ●一 ●一 ■_,_・_,_o_r_._._■

手 書 きの メ ッセ ー ジ を取 り入 れ 、 心 の こ もっ た もの にす る 。

公 演

⑧ 演技当 日の始め と終 わ りの司会 進行は、施設 の職員の方 にお願い を した。緊張 が感

じられ るが まず まずのス ター ト。お年寄 りの反応 はあ ま り得 られ ない。

1曲 目の演技 後、 リー ダーか ら挨拶 。

2曲 目と3曲 目は連続 して演技 。鑑賞 されて いるお年寄 りも手拍 子やか け声 も出て

くる。部員 と一体 となっているこ とが感 じられ るようになる。

3曲 目が終わ り、 リー ダーか ら語 りかけ。和やか な中、最終演技 。特 に3年 生 の今

回限 りに よる引退公演 。精 一杯 の笑顔 でお年寄 りに演技 を行 う。

終演 を迎えて、記 念の花 を代表 の方 に渡 し、お年寄 りに感 想 を伺 う。 「あ りが とう

ござい ます」 「今回のみ なさんのがんば りを支 えに私 たち もが ん ば ります」 とい う言

葉 をいただ き、お年寄 りと部員が感謝の心 を表す。

公 演 後 の交 流

⑨ お年寄 りのみな さんの車椅子 を押 し、交流会 に向か う。

紙細工 の作 り方 を教 わった り、貴重 なお話 を聞 きすば らしい交流会 となる。
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公演 を終 えて

感謝の心 を表す。

(4)生 徒 の 感 想

「'一'一 鰯一'一'一 匿一'一'一 圏一'一'一'一'一'一 騨一'一'一'一'一'一'一'一'一'一'i

レ す ご く楽 しか っ た ・ や っ て よか った ・ 本 当 に感 謝 して い る・i

!・ 練 習 不 足 に不 安 だ っ た が 、み な さ んが 「す ご くきれ い だ っ た」 と言 っ て くれ た 。 練 習i

lを 積 ん で もっ と演 技 を見 せ た い と思 う.も っ と もっ と きれ い な演技 を見せ た い と思 う.i

!・ い ろ い ろ な 人 と触 れ あ い 、 これか ら も人 に優 し く接 して い きた い と思 う。i

l・ や り終 え て の 充 実 感 は 私 た ち に とっ て 自信 が つ い た よ うな気 がす る 。i

l・ 好 奇 心 を も ち、 い ろ い ろ な こ とに挑 戦 したい と思 う。i

l・ 次 回 にお 年 寄 りに もバ トン を持 っ て も らって 一 緒 に楽 しん で も らえ る よ う に したい 。i

l・ 人 を楽 しませ る こ と に喜 び を感 じ、 ま た逆 に励 ま され た 。i

!・ 私 た ちの が ん ば りが お 年 寄 りに も伝 わ り、心 が 通 じ合 えた 。i

l・ 学 校 の 中 だ けで は学 べ ない こ と を学 ぶ こ とが で きた 。i

!.演 技 の 当 日、私 た ちの 公 演 を楽 しみ1、 して お られ た_人 の お 年 寄 りが 亡 くな られ た とi

lき 、 とて も悲 し く、 くや し く思 った 。 見 せ た あ げ た か っ た。i
iめ

ったにで きな吟 回の緻 によって 、轍 の活動 に意欲が湧 いて きた.i

L塑欝 墜蛋 三讐藁 ζ1愁懸 コ
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当 日配 布 され た

プ ロ グラ ム

(文 字 の コ ン トラス トと手 書 きの

メ ッセ ー ジ に工 夫 を した)

交流の場

(昔 の貴重 なお話 を

聞 くことがで きた)
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(5)結 果 と考 察

D校 バ トン部員 は、練 習の成果 を地域で発表で きた ことに よ り自信 を深 め、今後 の活 動へ

の意欲 を高 める ことが で きた。そ して、感動体験 を通 じ自己実現 がで きた。また、地域 と学

校が結 びつ いて連帯感 を もち、心 の交流のパ イプがで きた。

部員 は当初 、学校外 で演技 を披露す るこ とに不 安 を抱 いていたが 、練習がすす むにつ れ て

自分 自身のが んば りを鑑賞者 に伝 えることの意義や喜 びを考 えなが ら取 り組むようになった。

相手の立場 を思 いや る気持 ちが養 われ、社 会性 や豊かな心 をは ぐくむこ とがで きた と思 う。

と くに老人 ホームでの発表 は一方通行的 な感動 ではな く、交流 の場 を通 して人生の先輩 か ら

た くさんの ア ドバ イス をいただけた ところに も大 きな意義があ った。 また部員の共通 した感

想 に見 られ るように、学校以外で も学 ぶ機会が あるこ とや 自分の力 を人のため に役立て る こ

との大切 さを学べた ことは、大 きな収穫 であった といえる。 また、 この公演 を楽 しみ に して

お られた一人のお年寄 りが当 日に亡 くな られたことは部員の心 に悔 しさや悲 しさを刻み、 生

きるこ とについての考 えが深 め られた。

学校 内では何 か覇気 がない、疲れ切 って生 き生 きと していない生徒が いる。多様 な情 報 の

中で どう した らいいの か 自己理解 に戸惑い、 また 自己表現 も苦手 なのか もしれない。教 師 は

学校の 中で気付か ない生徒の潜在的 な資質 ・能力 を伸 長 させ る機会 を提供す る必要があ る。

そのため には教師 自身が多 くの情報 をもち、創 意工夫 を行 うこ とが大切で ある。学校 内に と

どまらず、生徒が地域の 中で奉 仕活動 を体験す る よう指導 ・援助す ることによ り、人間 と し

ての在 り方生 き方 を見つめ させ る ことが必要 である。
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IVま とめ

本年度特別活動部会教育研究員 は21世 紀 を生 きぬ く生徒 の育成 の ため には 、考 える力 、社

会性 、豊か な心 な どの 「生 きる力」をは ぐくむ ことが重要であ る と考 えた。 社会 情 勢の 変化

によ り、集 団の一員 としての 自己の役割意識が稀薄化 し、 自己の存在感が不安定化 して きて

い る。 しか しなが ら、生徒 は声高 に発言せず とも、望 ま しい集 団の中で、 自己の存在 を主張

し、 自己を認 めてほ しい とい う欲求があるはず だと、 アンケー ト調査 の結果 か ら本年度研 究

員 は考 えた。

そ こで、保護者 や地域の人 との交流 をする 「体験の場」の設定 を重視 し、研 究主題 「望 ま

しい集団活動 の中で 自己を生 かす体験 を通 じ生 きる力 をは ぐくむ指導の工 夫」 を掲 げ、A、

B班2つ に分かれ、副 主題 として以下 を設定 し、実践研究 を進めた。

A班

部活動

「人の気 持ちや考えを認 め合 う場 を設定 し、豊 かな人 間性 をは ぐくむ指導 の工夫」

ホ ー ム ル ーム 活 動

生徒 が保護者や地域の人 と互いに技術 を高 め合 い、気持 ちを通 じ合 え

る場 を設定するこ とによ り生徒 の社会性 を養 う

一人一人の生徒が文化祭 に積極 的 に参加す る よう援助す るこ とによ り

豊か な人間性 を培 う

B班 「集団 や社会 の一員 として、自己実現 を図る指導 の工夫」

ホームルーム活動 地域 との連携 を積極 的 に推進 し充実感や感動体験 を与 える

部 活動 集団や社会 の一員 と して地域 や福祉施設 との連携 を活用 し、豊か な心

をは ぐ くむ

これ らの実践研 究の結果、考 える力 、社会性、豊かな心 な どの 「生 きる力」 をは ぐくむ指

導の うえで 、重要 な観点 は以下 の ような ものであ ることが明 らか となった。

① 生徒 の感性 は豊かで、その潜在能力 は測 りしれ ない。教師は、その力 をひ きだせ る よ

うに指導 ・援助す る。

② 生徒 の実態 をよ く見極め、興味 ・関心 をひ きだす場 を設定 し、意欲的 に行動 で きる よ

う工 夫する。

③ 生徒 の 自主性 を育てるためには、教師の 「待 ち」 の姿勢 も必要であ る。

④ 生徒 を支援 しつつ、褒めるこ とによ り、 自信や意欲をもたせ、様々な場面で生徒が リー

ダーシ ップを発揮 で きるよう指導 ・援助す る。

⑤ 異 なる年齢層や、価値観 の違 う者 との交流 を通 じ、生徒 に新鮮 な発見 と喜 びを体 験 さ

せ る。

また、課題 として挙 げられるのは以下 の点であ る。

① 特 別活動 として 、計画的 ・継続的に実施 してい く体制づ くり

② 保護者 ・地域 の人 との連携 をめ ざ した学校の体制づ くり

「生 きる力」の育成 をめ ざ した本研究 は、生徒 に 「体験 の場」 を提供 し、「人 との出会い」

を重ねてい くことで、その 目的 の一端が達成 されるこ とを示 した ものであ る。
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